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抄  録  
器 械 運 動 の 学 習 で は 、 基 本 技 の 技 術 の 習 熟 レ ベ ル が そ の 発 展 技 の 習 得 に 大 き く 影 響 し て く る と
考 え ら れ 、 基 本 技 の 技 術 を し っ か り と 習 熟 さ せ て か ら そ の 発 展 技 の 学 習 に 進 む べ き で あ る が 、 各
技 の 各技術の習熟レベルを正しく評価することは容易ではない。ま た 、 各 技 の 各 技 術 の 習 熟 レ ベ
ル を 正 し く 評 価 す る 仕 方 に つ い て 、 十 分な参考資料が存在しているとはい え な い 。 そ こ で 、 本 研
究 で は 、 マ ッ ト 運 動 に お け る 「 前 転 フ ァ ミ リ ー 」 の 技 に 着 目 し 、 前 転 、 開 脚 前 転 、 伸 膝 前 転 の 技
術 の 習 熟 レ ベ ル を 評 価 す る た め の 「 評 価 基 準 」を作成して評価を⾏い、技が 「 で き な い 」 原 因 に
ついて検討することを目的とした。対象者は小学生で 1〜6 年⽣の 52 名とし、対象技は前転、開
脚 前 転 、 伸 膝 前 転 と し た 。各技の試技について評価を⾏い、「できる群」と「できない群 」 で 比
較 し た 結 果 、 開 脚 前 転 が 「 で き な い 」 原 因 と し て 、 「 順 次 接 触 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ ル が 低 い こ と
や 、 「 伝 導 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ ル が 低 い こ と が 考 え ら れ た 。 そ し て 、 開 脚 前 転 が 「 で き な い 」 場
合 、 前 転 の 段 階 に お い て 「 順 次 接 触 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ ル に 問 題 が あ る こ と や 、 「 伝 導 の 技 術 」
の 習 熟 レ ベ ル に 問 題 が あ る こ と が 考 え ら れ た 。 ま た 、 伸 膝 前 転 が 「 で き な い 」 原 因 と し て 、 「 順
次 接 触 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ ル が 低 い こ と や 、 「 伝 導 の 技 術 」 に お け る 「 足 を 投 げ 出 す 」 や 「 足 の
速度を上半⾝に伝え、（課題とする姿勢で）スピーディーに⽴ち上がる」 と い う こ と に つ い て 習
熟 レ ベ ル が 低 い こ と が 考 え ら れ た 。 そ し て 、 伸 膝 前 転 が 「 で き な い 」 場 合 、 前 転 の 段 階 に お い て
は 「 伝 導 の 技 術 」 に お け る 「 回 転 の は じ め に背中の下部が実施⾯から離れた状態で腰角を開く」
や 「 足 を 投 げ 出 す 」 と い う こ と に つ い て 習 熟 レ ベ ル に 問 題 が あ る こ と が 考 え ら れ 、 開 脚 前 転 の 段
階 に お い て は 「 順 次 接 触 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ ル に 問 題 が あ る こ と や 、 「 伝 導 の 技 術 」 に お け る
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I 緒 言  
器 械 運 動 に は 、 色 々 な 運 動 感 覚 を 味 わ え る
「 技 」 と い わ れ る も の が 数 多 く 存 在 し 、 動 き
の 構 造 や 技 術 が 類 似 し て い る 技 は 「 技 の フ ァ
ミ リ ー 」 と し て ま と め ら れ る （ 神 家 ,1996） 。
例えば、前転や伸膝前転などの左 右 軸 の ま わ
り に 前 方 へ 接 触 回 転 す る 技 は 「 前 転 フ ァ ミ リ
ー 」 に ま と め ら れ る （⾦⼦ ,1998） 。 「 技 の
フ ァ ミ リ ー 」 で は 、 基 本 技 と 発 展 技 の 位 置 づ
け が は っ き り と 示 さ れ て い る と い え る 。 器 械
運 動 の 指 導 現 場 で は 技 が 「 で き な い 」 と い う
問 題 が 生 じ る が 、 発 展 技 が 「 で き な い 」 場 合
は 基 本 技 の 技 術 の 習 熟 レ ベ ル に 問 題 が あ る と
考 え ら れ る 。 通 常 、 基 本 技 が 「 で き る 」 レ ベ
ル に 達 し た 後 に 、 そ の 発 展 技 の 学 習 へ と 進 ん
で い く 。 つ ま り 、 器 械 運 動 の 学 習 で は 、 基 本
技 の 技 術 の 習 熟 レ ベ ル が そ の 発 展 技 の 習 得 に
大 き く 影 響 し て く る と 考 え ら れ 、 基 本 技 の 技
術 を し っ か り と 習 熟 さ せ て か ら そ の 発 展 技 の
学 習 に 進 む べ き で あ る 。 こ の 時 、 基 本 技 の 指
導 に お い て 指 導 者 が 技 の 技 術 の 習 熟 レ ベ ル を
正 し く 評 価 す る こ と が で き る か が 重 要 に な っ
て く る 。 も し 、 指 導 者 が 技 の 技 術 の 習 熟 レ ベ
ル を 正 し く 評 価 す る こ と が で き な け れ ば 、 発
展 技 の 学 習 に 入 る 時 期 を 誤 り 、 そ の 結 果 、 発
展 技 が 「 で き な い 」 と い う 問 題 を 生 み 出 す と
考 え ら れ る か ら で あ る 。 し か し 、 色 々 な 技 が
存 在 す る 器 械 運 動 の 指 導 で 、 各 技 の 各 技 術 の
習 熟 レ ベ ルを正しく評価することは容易では
な い 。 器 械 運 動 の 評 価 に 関 す る 研 究 は 、 堀 江
ら （ 1977） や 石 田 （ 1979）が⾏っているが、
各 技 の 各 技 術 の 習 熟 レ ベ ル を 正 し く 評 価 す る
仕 方 に つ い て 、⼗分な参考資料が存 在 し て い
るとはいえない。 
そ こ で 、 本 研 究 で は 、 マ ッ ト 運 動 に お け る
「 前 転 フ ァ ミ リ ー 」 の 技 に 着 目 し 、 前 転 、 開
脚 前 転 、 伸 膝 前 転 の 技 術 の 習 熟 レ ベ ル を 評 価
す る た め の 「 評 価 基 準 」を作成して評価を⾏
い 、 技 が 「 で き な い 」 原 因 に つ い て 検 討 す る
こ と を 目 的 と し、器械運動の指導に役⽴つ資
料の提供を試みた。 な お 、 本 研 究 で は 、 前 転 、
開 脚 前 転 、 伸 膝 前 転 以 外 の 「 前 転 フ ァ ミ リ ー 」
に属する技はとり扱わないものとする。 
 
II 方 法  
1.用語の定義 
本 研 究 に お け る 「 運 動 課 題 」 、 「 技 術 」
（ 「 運 動 技 術 」 ） 、 「 技 」 に つ い て 、 以 下 の
よ う に 定 義 づ け た 。 つ ま り 、 「 運 動 課 題 」 と
は 実 施 者 に 対 す る 運 動 の 要 求 （ 加 藤 , 1990） 、
「 技 術 」 （ 「 運 動 技 術 」 ） と は 運 動 課 題 を 達
成 す る 仕 方（⾦⼦ , 1974） 、 「 技 」 と は ま と




「 前 転 フ ァ ミ リ ー 」 に 属 す る 前 転 、 開 脚 前
転 、 伸 膝 前 転 の 運 動 課 題 に つ い て 、 三 上 ら
（1992）を参考に①〜③のように整理した。 
①前 転 ：⾜で⽴った体勢から前⽅へ頭を越し
て 1 回転し、⽴ち上がる。 
②開 脚 前 転 ：⾜で⽴った体勢から前⽅へ頭を
越して 1 回転し、伸 膝の姿勢で 左右開脚⽴
ちとなる。 
③伸 膝 前 転 ：⾜で⽴った体勢から前⽅へ頭を
越して 1 回転し、伸膝の姿勢で⽴ち上がる。 
以 上 の 運 動 課 題 の 達 成について評価を⾏った。  
 
2)運動技術 
前 転 の 技 術 に つ い て 考 え て い く 。 ⾦ ⼦
（ 1998） は 前 転 の 技 術 に つ い て 、 「 順 次 接 触
の技術」と 「伝導の技 術」の 2 つを挙げて い
る 。 「 順 次 接 触 の 技 術 」 と は 、体を 順 々 に マ
ッ ト に 接 触 さ せ な が ら 転 が る 技 術 で あ り 、 こ
れ が う ま く 実 現 さ れ な け れ ば 、 スムーズに 転
が る こ と が で き な い（⾦⼦ , 1998） 。 ま た 、
「 伝 導 の 技 術 」 と は 、 下肢の 運 動 を 上半身に
伝 導 す る 技 術 で あ り 、 こ れ に よ り 回 転 の勢い




を 得 て スピーディーに⽴ち上がることができ
る（⾦⼦ ,1998） 。 そ し て 、 「 順 次 接 触 の 技
術 」 と 「 伝 導 の 技 術 」 は 、 「 前 転 フ ァ ミ リ ー 」
に属する技に共通する（古和 , 1996）。 
 
3)運動技術に関する評価項目 
⾦⼦（1998） を参考 に 前 転 、 開 脚 前 転 、 伸
膝 前 転 の 実 施 に つ い て 「 順 次 接 触 の 技 術 」 と
「 伝 導 の 技 術 」がどの程度実 現 で き て い る の
かを確認す るための評 価項目を表 1 のように
設けた。 
 
表 1 評 価 項 目  
評 価 項 目  関 連 す る 技 術
1.  身 体 を 順 々 に 実 施 面 に 接 触 さ せ な が ら 転 が っ て い る  順 次 接 触 の 技 術
2.  回転のはじめに背中の下部が実施⾯から離れた状態で腰角を開いている  伝 導 の 技 術
3.  足 を 投 げ 出 し て い る   伝 導 の 技 術
4.  ⾜の速度を上半⾝に伝え、（課題とする姿勢で）スピーディーに⽴ち上がってい
る  
 伝 導 の 技 術  
 
4)評価基準（評価の点数） 
各 評 価項目 に お い て 、 「 で き て い な い 」 を
0 点、「あまりできていない」を 1 点、「で





某ス ポ ー ツクラブあ る い はその系列のクラ
ブに通う小学生（学年：1〜6 年⽣）計 52 名
を 対 象 と し た 。 対 象者が未成年であることか
らその保護者より研究への協⼒について同意














評価の対象 とした各技 2 回の試技について 、
（公財）日本体操協会公認審判員の資格も し
く は （公財）日本体育協会公認体操コーチの
資格を持つ 者計 3 名が評価者と して、各評 価
項目において 0〜3 点の 4 段階で評価を⾏い、
2 名 以 上 が一致し た点数 を 各 評 価項目 の点数
と し て採用 し た 。 3 名 の 評 価 者 の点数 が全て
異なった場合に は 、 そ の点数 を並べ 、最大値
と最小値と な る点数 を除き 、残っ た点数 を 各
評 価項目 の点数 と し て採用 し た 。 ま た 、 運 動
課 題 の 達 成 に つ い て も評価を⾏い、 2 名 以 上
の 評 価 者 が 運 動 課 題 を 達 成 で き て い る と し た
者 を 「 で き る 群 」 、 ま た 、 2 名 以 上 の 評 価 者
が 達 成 で き て い な い と し た 者 を 「 で き な い 群 」
にグループ分けした。 
5)資料  
評価の対象 とした各技 2 回の試技について 、
運 動 課 題 の 達 成 に つ い て 「 で き て い る 」 「 で
き て い な い 」 が混在 す る 場 合 に は 、 「 で き て
い る」試技を優先して考察の資料とした。ま
た 、 各 評 価項目 の点数 の 合計を 各 技 の 評 価点
と し 、 評 価点が⾼い試技を考察の資料とした。
2 回の試技の評価点が同じ場合は、1 回目の試
技を考察の資料とした。  





各 技 の 評 価点の 関連に つ い て は 、ケンド ー
ル の 順 位相関係数 （ケンド ー ル のタウ b） を
算出した。有意水準を 5％、有意傾向を 10％
と し た （両側検 定 ） 。 各 技 の 「 で き る 群 」 と
「 で き な い 群 」 の 比 較 に つ い て は 、 マン・ホ
イッ トニー の U 検 定 を 用 い た 。有意水準 を
5％、有意傾向を 10％と し た （両側検 定 ） 。
マ ン ・ ホ イ ッ ト ニ ー の U 検 定 で は 、 篠 原
（ 2004） を参考 に 「 で き る 群 」 と 「 で き な い
群」の両群の n 数について両方が 20 以下で
あ れ ば 、 U 値に 着 目 し 、有意水準 お よび有意
傾向の判定を⾏い、 「 で き る 群 」 と 「 で き な
い群」の両群の n 数についてどちらか一方 で
も 21 以上であれば、 z 値に着目し、有意水準
お よび有意傾向の判定 を⾏った。 ま た 、 順 位
総和の算出 に お い て は 、点数 の 低 い 順 に 順 位
を 付 け 、 中 央 値 の 算 出 に お い て は 、 秋 山
（ 2009） を参考 に し た 。統計ソフ ト は IBM 
SPSS Statistics version19 を用いた。 
 
III 結 果  
1.技の関連性  
前 転 、 開 脚 前 転 、 伸 膝 前 転 の 評 価点の 関連
に つ い て 、ケンド ー ル の 順 位相関係数 （ケン
ド ー ル のタウ b） を算出 し た 。 そ の 結 果 、 前
転 の 評 価点と 開 脚 前 転 の 評 価点、 前 転 の 評 価
点と 伸 膝 前 転 の 評 価点、 開 脚 前 転 の 評 価点と
































図 1 前 転 と 開 脚 前 転 の 関 連 性  
（ 点 が 重 な っ て い る 箇 所 が あ る ）
 

































図 2 前 転 と 伸 膝 前 転 の 関 連 性  































図 3 開 脚 前 転 と 伸 膝 前 転 の 関 連 性  
（ 点 が 重 な っ て い る 箇 所 が あ る ）
2.「できる群」と「できない群」の比較 
前転については「できる群」52 名「できな
い 群 」 0 名 、 開 脚 前 転 に つ い て は 「 で き る 群 」
22 名 「 で き な い 群 」 30 名 、 伸 膝 前 転 に つ い
ては「できる群」9 名「できない群」43 名で
あ っ た （図 4） 。 ま た 、 開 脚 前 転 の 「 で き る





れ 、 伸 膝 前 転 の 「 で き る 群 」 9 名 の全て は 前


















図 4 各 技 の 「 で き る 群 」 と 「 で き な い 群 」 の 関 係  
 
1)開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 と 「 で き な い 群 」
における開脚前転の各評価項目の点数 
開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 と 「 で き な い 群 」
で 開 脚 前 転 の 各 評 価項目 の点数 に つ い て 比 較
し た 結 果 、 「 で き な い 群 」 は 「 で き る 群 」 に
比 べ 、全て の 評 価項目 の点数 が有意に 低 か っ
た（表 2）。 
表 2 開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 と 「 で き な い 群 」 に お け る 開 脚 前 転 の 各 評 価 項 目 の 点 数  
0点 1点 2点 3点 M T 0点 1点 2点 3点 M T U z p
評価項目1 0 1 7 14 3.0 756.0 0 5 21 4 2.0 622.0 157.0 3.580 0.000
評価項目2 1 10 8 3 1.5 727.0 12 10 8 0 1.0 651.0 186.0 2.814 0.005
評価項目3 0 11 10 1 1.5 761.0 10 16 4 0 1.0 617.0 152.0 3.611 0.000
評価項目4 0 7 14 1 2.0 902.5 27 3 0 0 0.0 475.5 10.5 6.481 0.000
できる群a できない群b
 
注 ） a： n=22、 b： n=30、 M： 中 央 値 、 T： 順 位 総 和
2)開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 に お け る 伸 膝 前 転
の各評価項目の点数 
開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 に お い て 伸 膝 前 転
が 「 で き る 群 」 と 「 で き な い 群 」 で 伸 膝 前 転
の 各 評 価項目 の点数 に つ い て 比 較 し た 結 果 、
「 で き な い 群 」 は 「 で き る 群 」 に 比 べ 、 評 価








表 3 開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 に お け る 伸 膝 前 転 の 各 評 価 項 目 の 点 数  
0点 1点 2点 3点 M T 0点 1点 2点 3点 M T U
評価項目1 0 0 0 9 3.0 130.5 0 0 6 7 3.0 122.5 31.5
評価項目2 0 1 6 2 2.0 128.0 1 4 8 0 2.0 125.0 34.0
評価項目3 0 2 5 2 2.0 135.0 0 9 4 0 1.0 118.0 27.0
評価項目4 0 4 5 0 2.0 162.0 13 0 0 0 0.0 91.0 0.0
伸膝前転が「できる群」a 伸膝前転が「できない群」b
 
注 ） a： n=9、 b： n=13、 M： 中 央 値 、 T： 順 位 総 和  
U 値 が 28 以 下 で 有 意 差 あ り 、 U 値 が 33 以 下 で 有 意 傾 向 に あ る 差 あ り
3)開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 と 「 で き な い 群 」
における前転の各評価項目の点数 
開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 と 「 で き な い 群 」
で 前 転 の 各 評 価項目 の点数 に つ い て 比 較 し た
結 果 、 「 で き な い 群 」 は 「 で き る 群 」 に 比 べ 、
全て の 評 価項目 の点数 が有意に 低 か っ た （表
4）。 
 
表 4 開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 と 「 で き な い 群 」 に お け る 前 転 の 各 評 価 項 目 の 点 数  
0点 1点 2点 3点 M T 0点 1点 2点 3点 M T U z p
評価項目1 0 0 6 16 3.0 727.0 0 1 20 9 2.0 651.0 186.0 3.051 0.002
評価項目2 0 5 12 5 2.0 758.5 9 12 6 3 1.0 619.5 154.5 3.398 0.001
評価項目3 1 7 13 1 2.0 746.0 7 17 6 0 1.0 632.0 167.0 3.275 0.001
評価項目4 1 2 7 12 3.0 745.0 4 7 16 3 2.0 633.0 168.0 3.192 0.001
できる群a できない群b
注 ） a： n=22、 b： n=30、 M： 中 央 値 、 T： 順 位 総 和
4)開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 に お け る 前 転 の 各
評 価項目 の点数 へ の 伸 膝 前 転 の 「 で き る 」 、
「できない」の影響 
開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 に お い て 伸 膝 前 転
が 「 で き る 群 」 と 「 で き な い 群 」 で 前 転 の 各
評 価項目 の点数 に つ い て 比 較 し た 結 果 、 「 で
き な い 群 」 は 「 で き る 群 」 に 比 べ 、 評 価項目
3 の点数が有意に低く、評価項目 2 の点数が
有意に低い傾向にあった（表 5）。 
表 5 開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 に お け る 前 転 の 各 評 価 項 目 の 点 数  
0点 1点 2点 3点 M T 0点 1点 2点 3点 M T U
評価項目1 0 0 2 7 3.0 108.5 0 0 4 9 3.0 144.5 53.5
評価項目2 0 0 6 3 2.0 129.0 0 5 6 2 2.0 124.0 33.0
評価項目3 0 0 8 1 2.0 142.0 1 7 5 0 1.0 111.0 20.0
評価項目4 0 1 1 7 3.0 125.0 1 1 6 5 2.0 128.0 37.0
伸膝前転が「できる群」a 伸膝前転が「できない群」b
注 ） a： n=9、 b： n=13、 M： 中 央 値 、 T： 順 位 総 和  
U 値 が 28 以 下 で 有 意 差 あ り 、 U 値 が 33 以 下 で 有 意 傾 向 に あ る 差 あ り




5)開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 に お け る 開 脚 前 転
の 各 評 価項目 の点数 へ の 伸 膝 前 転 の 「 で き
る」、「できない」の影響 
開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 に お い て 伸 膝 前 転
が 「 で き る 群 」 と 「 で き な い 群 」 で 開 脚 前 転
の 各 評 価項目 の点数 に つ い て 比 較 し た 結 果 、
「 で き な い 群 」 は 「 で き る 群 」 に 比 べ 、 評 価
項目 1、2、4 の点数が有意に低い傾向にあっ
た（表 6）。 
表 6 開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 に お け る 開 脚 前 転 の 各 評 価 項 目 の 点 数  
0点 1点 2点 3点 M T 0点 1点 2点 3点 M T U
評価項目1 0 0 1 8 3.0 129.0 0 1 6 6 2.0 124.0 33.0
評価項目2 0 2 5 2 2.0 132.5 1 8 3 1 1.0 120.5 29.5
評価項目3 0 3 5 1 2.0 122.5 0 8 5 0 1.0 130.5 39.5
評価項目4 0 0 9 0 2.0 130.5 0 7 5 1 1.0 122.5 31.5
伸膝前転が「できる群」a 伸膝前転が「できない群」b
注 ） a： n=9、 b： n=13、 M： 中 央 値 、 T： 順 位 総 和  
U 値 が 33 以 下 で 有 意 傾 向 に あ る 差 あ り
6)伸 膝 前 転 が 「 で き な い 群 」 に お け る 前 転 の
各評価項目の点数 
伸 膝 前 転 が 「 で き な い 群 」 に お い て 開 脚 前
転 の 「 で き る 群 」 と 「 で き な い 群 」 で 前 転 の
各 評 価項目 の点数 に つ い て 比 較 し た 結 果 、
「 で き な い 群 」 は 「 で き る 群 」 に 比 べ 、 評 価
項目 1、 2、 4 の点数 が有意に 低 か っ た （表
7）。 
 
表 7 伸 膝 前 転 が 「 で き な い 群 」 に お け る 前 転 の 各 評 価 項 目 の 点 数  
0点 1点 2点 3点 M T 0点 1点 2点 3点 M T U z p
評価項目1 0 0 4 9 3.0 364.5 0 1 20 9 2.0 581.5 116.5 2.392 0.017
評価項目2 0 5 6 2 2.0 367.0 9 12 6 3 1.0 579.0 114.0 2.250 0.024
評価項目3 1 7 5 0 1.0 338.0 7 17 6 0 1.0 608.0 143.0 1.534 0.125
評価項目4 1 1 6 5 2.0 357.0 4 7 16 3 2.0 589.0 124.0 2.034 0.042
開脚前転が「できる群」a 開脚前転が「できない群」b
 
注 ） a： n=13、 b： n=30、 M： 中 央 値 、 T： 順 位 総 和
IV 考 察  
1.「評価基準」の妥当性  
前 転 の 評 価点と 開 脚 前 転 の 評 価点、 前 転 の
評 価点と 伸 膝 前 転 の 評 価点、 開 脚 前 転 の 評 価
点と 伸 膝 前 転 の 評 価点で 、 そ れぞれ有意な 関
連が認められ（図 1〜3）、前転の技術の習熟
レ ベ ル と 開 脚 前 転 の 技 術 の 習 熟 レ ベ ル 、 前 転
の 技 術 の 習 熟 レ ベ ル と 伸 膝 前 転 の 技 術 の 習 熟
レ ベ ル 、 開 脚 前 転 の 技 術 の 習 熟 レ ベ ル と 伸 膝
前 転 の 技 術 の 習 熟 レ ベ ル に は 、 そ れぞれ 関連
があると考えられる。 
そ し て 、古和（ 1996）の⾒解より前 転 、 開
脚前転、伸 膝前転の 3 つの技には類縁性が あ
る と い え る が 、 そ の こ と を踏ま え れ ば 作 成 し





開 脚 前 転 が 「 で き な い 群 」 は 「 で き る 群 」
に 比 べ 、 まず、 開 脚 前 転 に お い て 「身体を
順 々 に 実 施面に 接 触 さ せ な が ら 転 が っ て い る 」




と い う 評 価項目 の点数 が有意に 低 か っ た （表
2） 。 こ れ は 、 開 脚 前 転 が 「 で き な い 群 」 は
「 で き る 群 」 に 比 べ 、 「 順 次 接 触 の 技 術 」 の
習 熟 レ ベ ル が 低 い と い う こ と を 示 す 結 果 で あ
る と 考 え ら れ る 。 「 順 次 接 触 の 技 術 」 は 、 転
が る た め の最も 基 本 的 な 技 術 で あ る と 考 え ら
れ る 。 し た が っ て 、 開 脚 前 転 が 「 で き な い 群 」
は 「 で き る 群 」 に 比 べ 、 転 が る た め の最も 基
本 的 な 技 術 が未熟 で あ る と い え る で あろう 。
ま た 、 開 脚 前 転 が 「 で き な い 群 」 は 「 で き る
群 」 に 比 べ 、 開 脚 前 転 に お い て 「 回 転 の は じ
めに背中の下部が実施⾯から離れた状態で腰
角を 開 い て い る 」 、 「 足 を 投 げ 出 し て い る 」 、
「⾜の速度を上半⾝に伝え、（課題とする姿
勢で）スピーディーに⽴ち上がっている」と
いう 3 つの評価項目 の点数も有意に低かっ た
（表 2） 。 こ れ ら の 評 価項目 は 伝 導 の 技 術 に
関 す る も の で あ り 、 開 脚 前 転 が 「 で き な い 群 」
は 「 で き る 群 」 に 比 べ 、 「 伝 導 の 技 術 」 の 習
熟 レ ベ ル が 低 い と い う こ と も 示 さ れ た も の と
考えられる。 
以 上 の こ と よ り 、 開 脚 前 転 が 「 で き な い 」
原 因 と し て 、 「 順 次 接 触 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ
ル が 低 い こ と や 、 「 伝 導 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ
ル が 低 い こ と が 考 え ら れ る が 、 「 順 次 接 触 の
技 術 」 が 転 が る た め の最も 基 本 的 な 技 術 で あ
る こ と を 考 え る と 、 開 脚 前 転 の 習 得 に向け て
は 、 まず、 「身体を 順 々 に 実 施面に 接 触 さ せ




⾦⼦（1998） は 開 脚 前 転 を 伸 膝 前 転 の予備
技 と し て お り 、 そ の こ と を踏ま え れ ば 、 伸 膝
前 転 は 開 脚 前 転 が 習 得 さ れ て か ら 学 習 さ れ る
べ き 技 で あ る と い え る 。 つ ま り 、 本 研 究 に お
け る 開 脚 前 転 が 「 で き な い 群 」 は 、 まず、 開
脚 前 転 が 「 で き な い 」 原 因 に 着 目 し 、 開 脚 前
転 の 習 得 を 目 指 す べ き で あ る 。 そ こ で 、 開 脚
前 転 が 「 で き る 群 」 に お け る 伸 膝 前 転 の 「 で
き る 群 」 と 「 で き な い 群 」 に 的 を絞っ て 、 伸
膝 前 転 の 各 評 価項目 の点数 に つ い て 比 較 し た 。
開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 に 的 を絞っ た 場 合 、
伸 膝 前 転 が 「 で き な い 群 」 は 「 で き る 群 」 に
比 べ 、 伸 膝 前 転 に お い て 「 足 を 投 げ 出 し て い
る 」 と「⾜の速度を 上半身に 伝 え 、 （ 課 題 と
す る姿勢で ） スピーディー に⽴ち上がってい
る」という 2 つの評価項目の点数 が有意に低
か っ た （表 3） 。 こ れ ら の 評 価項目 は 「 伝 導
の 技 術 」 に 関 す る も の で あ り 、 伸 膝 前 転 が
「 で き な い 群 」 は 「 で き る 群 」 に 比 べ 、 「 伝
導 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ ル が 低 い と い う こ と が
示 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。 ま た 、 伸 膝 前 転
が 「 で き な い 群 」 は 「 で き る 群 」 に 比 べ 、 伸
膝 前 転 に お い て 「身体を 順 々 に 実 施面に 接 触
さ せ な が ら 転 が っ て い る 」 と い う 評 価項目 の
点数 が有意に 低 い傾向に あ っ た （表 3） 。 こ
れ は 、 伸 膝 前 転 が 「 で き な い 群 」 は 「 で き る
群 」 に 比 べ 、 「 順 次 接 触 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ
ル が 低 い と い う こ と を 示 す 結 果 と 考 え ら れ る 。 
以 上 の こ と よ り 、 伸 膝 前 転 が 「 で き な い 」
原 因 と し て 、 「 順 次 接 触 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ
ル が 低 い こ と や 、 「 伝 導 の 技 術 」 に お け る
「 足 を 投 げ 出 す 」 や「⾜の速度を上半⾝に伝
え、（課題とする姿勢で）スピーディーに⽴
ち上 が る 」 と い う こ と に つ い て 習 熟 レ ベ ル が
低 い こ と が 考 え ら れ る が 、 「 順 次 接 触 の 技 術 」
が 転 が る た め の最も 基 本 的 な 技 術 で あ る こ と
を 考 え る と 、 伸 膝 前 転 の 習 得 に向け て は 、 ま
ず、 「身体を 順 々 に 実 施面に 接 触 さ せ な が ら




まず、 開 脚 前 転 が 「 で き な い 群 」 は 「 で き
る 群 」 に 比 べ 、 前 転 に お い て 「身体を 順 々 に
実 施面に 接 触 さ せ な が ら 転 が っ て い る 」 、
「回転のはじめに背中の下部が実施⾯から離




れ た状態で腰角を 開 い て い る 」 、 「 足 を 投 げ
出している」、「⾜の速度を上半⾝に伝え、
（課題とする姿勢で）スピーディーに⽴ち上
が っ て い る 」 と い う全て の 評 価項目 の点数 が
有意に 低 く （表 4） 、 開 脚 前 転 が 「 で き な い 」
場 合 、 前 転 の 段 階 に お い て 「 順 次 接 触 の 技 術 」
の 習 熟 レ ベ ル に 問 題 が あ る こ と や 、 「 伝 導 の
技 術 」 の 習 熟 レ ベ ル に 問 題 が あ る こ と が 考 え
られる。そ して、表 4 より開脚前転が「で き
な い 群 」 の 前 転 に お い て 「 回 転 の は じ め に背
中の下部が実施⾯から離れた状態で腰角を開
い て い る 」 と 「 足 を 投 げ 出 し て い る 」 と い う
2 つ の 評 価項目 の点数 が と く に 低 い傾向に あ
る こ と が伺え る こ と よ り 、 開 脚 前 転 の 「 で き
な い 群 」 は 前 転 の 段 階 に お い て と く に 「 伝 導
の 技 術 」 に お け る 「 回 転 の は じ め に背中の 下
部が実施⾯から離れた状態で腰角を開く」と
「 足 を 投 げ 出 す 」 と い う こ と に つ い て 習 熟 レ
ベルが低いということが考えられる。 
次 に 、 開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 に お け る 伸
膝 前 転 の 「 で き る 群 」 と 「 で き な い 群 」 に 的
を絞っ て 、 前 転 と 開 脚 前 転 の 各 評 価項目 の点
数 に つ い て 比 較 し た 。 開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」
に 的 を絞っ た の は 、 伸 膝 前 転 は 開 脚 前 転 が 習
得 さ れ て か ら 学 習 さ れ る べ き 技 で あ る と い え
る こ と か ら 、 伸 膝 前 転 が 「 で き な い 」 場 合 の
前 転 と 開 脚 前 転 の 技 術 の 習 熟 レ ベ ル に つ い て
検 討 す る の に 、 開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 に 的
を絞ったほうが適切であると考えたからであ
る 。 開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 に 的 を絞っ た 場
合 、 伸 膝 前 転 が 「 で き な い 群 」 は 「 で き る 群 」
に 比 べ 、 前 転 に お い て は 「 足 を 投 げ 出 し て い
る 」 と い う 評 価項目 の点数 が有意に 低 く 、
「回転のはじめに背中の下部が実施⾯から離
れ た状態で腰角を 開 い て い る 」 と い う 評 価項
目 の点数 が有意に 低 い傾向に あ っ た （表 5） 。
ま た 、 開 脚 前 転 に お い て は 「身体を 順 々 に 実
施面に 接 触 さ せ な が ら 転 が っ て い る 」 、 「 回
転のはじめに背中の下部が実施⾯から離れた
状態で腰角を開いている」、「⾜の速度を上
半身に 伝 え 、 （ 課 題 と す る姿勢で ） スピーデ
ィーに⽴ち上がっている」という 3 つの評価
項目 の点数 が有意に 低 い傾向に あ っ た （表
6）。つま り、伸膝前 転が「でき ない」場合 、
前 転 の 段 階 に お い て は 「 伝 導 の 技 術 」 に お け
る 「 回 転 の は じ め に背中の 下部が 実 施面か ら
離れた状態で腰角を開く 」 や 「 足 を 投 げ 出 す 」
と い う こ と に つ い て 習 熟 レ ベ ル に 問 題 が あ る
こ と が 考 え ら れ 、 開 脚 前 転 の 段 階 に お い て は
「 順 次 接 触 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ ル に 問 題 が あ
る こ と や 、 「 伝 導 の 技 術 」 に お け る 「 回 転 の
はじめに背中の下部が実施⾯から離れた状態
で腰角を 開 く 」 や「⾜の速度を上半⾝に伝え、
（課題とする姿勢で）スピーディーに⽴ち上
が る 」 と い う こ と に つ い て 習 熟 レ ベ ル に 問 題
が あ る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の 時 、 前 転 の 段
階 と 開 脚 前 転 の 段 階 で 習 熟 レ ベ ル に 問 題 が あ
る こ と が 考 え ら れ る事柄が異なるのは、 前 転
と 開 脚 前 転 の 運 動 課 題 の違い が 影 響 し て い る
ものと思わ れる。そし て、表 5 より伸膝前 転
が 「 で き な い 群 」 の 前 転 に お い て は 「 足 を 投
げ 出 し て い る 」 と い う 評 価項目 の点数 が と く
に 低 い傾向に あ る こ と が伺え る こ と よ り 、 伸
膝 前 転 が 「 で き な い 群 」 は 前 転 の 段 階 に お い
て と く に 「 伝 導 の 技 術 」 に お け る 「 足 を 投 げ
出 す 」 と い う こ と に つ い て 習 熟 レ ベ ル が 低 い
ということ が考えられ る。さらに 、表 6 より
伸 膝 前 転 が 「 で き な い 群 」 の 開 脚 前 転 に お い




が っ て い る 」 と い う 評 価項目 の点数 が と く に
低 い傾向に あ る こ と が伺え る 。 つ ま り 、 伸 膝
前 転 が 「 で き な い 群 」 は 開 脚 前 転 の 段 階 に お
い て と く に 「 伝 導 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ ル が 低
い と い う こ と が 考 え ら れ る が 、 「 足 を 投 げ 出
し て い る 」 と い う 評 価項目 の点数 に つ い て は




伸 膝 前 転 が 「 で き る 群 」 と 「 で き な い 群 」 で
有意差あ る い は有意傾向に あ る差を確認す る
こ と が で き て い な い （表 6） 。 こ の 結 果 は 、
開 脚 前 転 に お け る 伸 膝 前 転 が 「 で き る 群 」 の
「 足 を 投 げ 出 す 」 と い う こ と の 習 熟 レ ベ ル が
必ずし も高い レ ベ ル に あ る と は い え な い と い
う こ と を 示 す も の で あ り 、 伸 膝 前 転 が 「 で き
な い 群 」 の 「 足 を 投 げ 出 す 」 と い う こ と の 習
熟 レ ベ ル に 問 題 が な い と い う こ と を 示 す も の
ではないと考えている。 
最後 に 、 伸 膝 前 転 が 「 で き な い 群 」 に お い
て 開 脚 前 転 が 「 で き る 群 」 と 「 で き な い 群 」
で 前 転 の 各 評 価項目 の点数 に つ い て 比 較 し た 。
そ の 結 果 、 開 脚 前 転 が 「 で き な い 群 」 は 「 で
き る 群 」 に 比 べ 、 前 転 に お い て 「身体を 順 々
に 実 施面に 接 触 さ せ な が ら 転 が っ て い る 」 、
「回転のはじめに背中の下部が実施⾯から離
れ た状態で腰角を 開 い て い る 」、「⾜の速度
を 上半身に 伝 え 、 （ 課 題 と す る姿勢で ） スピ
ーディーに⽴ち上がっている」と いう 3 つの
評 価項目 の点数 が有意に 低 か っ た （表 7） 。
つ ま り 、 開 脚 前 転 の 習 得 で つ まずい て い る 者
は 、 伸 膝 前 転 の 習 得 で つ まずい て い る 者 に 比
べ 、 前 転 の 段 階 に お い て 「 順 次 接 触 の 技 術 」
の 習 熟 レ ベ ル が 低 い こ と や 、 「 伝 導 の 技 術 」
に お け る 「 回 転 の は じ め に背中の 下部が 実 施
⾯から離れた状態で腰角を開く」や「 足 の速
度を上半⾝に伝え、（課題とする姿勢で）ス
ピーディーに⽴ち上がる」 と い う こ と に つ い
て習熟レベルが低いことが考えられる。 
こ れ ら の こ と か ら 、 基 本 技 の 段 階 で そ の 発
展 技 の 習 得 に つ な が る 技 術 を し っ か り と 指 導
し て い く必要 が あ る と い え る 。『小 学校学 習
指導要領解説  体育編』（⽂部科学省 , 2010）
において、第 1 学年および第 2 学年で前転が
り、第 3 学年および第 4 学年で前転が例⽰さ
れ て い る が 、 こ の 段 階 で 開 脚 前 転 や 伸 膝 前 転
の 習 得 に つ な が る 技 術 を し っ か り と 指 導 す る
こ と が 、 開 脚 前 転 や 伸 膝 前 転 の 習 得 に 重 要 に
な っ て く る も の と思わ れ る 。 ま た 、 開 脚 前 転
や 伸 膝 前 転 が 「 で き な い 」 場 合 、 まず、 前 転
の 学 習 に戻っ て 「 順 次 接 触 の 技 術 」 や 「 伝 導
の 技 術 」 を 習 熟 さ せ て い く べ き で あ る と い え
るであろう。 
 
V 結論  
本 研 究 で は 、 マ ッ ト 運 動 に お け る 「 前 転 フ
ァ ミ リ ー 」 の 技 に 着 目 し 、 前 転 、 開 脚 前 転 、
伸 膝 前 転 の 技 術 の 習 熟 レ ベ ル を 評 価 す る た め
の 「 評 価 基 準 」を作成して評価を⾏い、技が
「 で き な い 」 原 因 に つ い て 検 討 す る こ と を 目
的 と し た 。 そ の 結 果 、 開 脚 前 転 が 「 で き な い 」
原 因 と し て 、 「 順 次 接 触 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ
ル が 低 い こ と や 、 「 伝 導 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ
ル が 低 い こ と が 考 え ら れ た 。 そ し て 、 開 脚 前
転 が 「 で き な い 」 場 合 、 前 転 の 段 階 に お い て
「 順 次 接 触 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ ル に 問 題 が あ
る こ と や 、 「 伝 導 の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ ル に 問
題 が あ る こ と が 考 え ら れ た 。 ま た 、 伸 膝 前 転
が 「 で き な い 」 原 因 と し て 、 「 順 次 接 触 の 技
術 」 の 習 熟 レ ベ ル が 低 い こ と や 、 「 伝 導 の 技
術 」における「⾜を投げ出す」や「⾜の速度
を 上半身に 伝 え 、 （ 課 題 と す る姿勢で ） スピ
ーディーに⽴ち上がる」ということについて
習 熟 レ ベ ル が 低 い こ と が 考 え ら れ た 。 そ し て 、
伸 膝 前 転 が 「 で き な い 」 場 合 、 前 転 の 段 階 に
お い て は 「 伝 導 の 技 術 」 に お け る 「 回 転 の は
じめに背中の下部が実施⾯から離れた状態で
腰角を 開 く 」 や 「 足 を 投 げ 出 す 」 と い う こ と
に つ い て 習 熟 レ ベ ル に 問 題 が あ る こ と が 考 え
ら れ 、 開 脚 前 転 の 段 階 に お い て は 「 順 次 接 触
の 技 術 」 の 習 熟 レ ベ ル に 問 題 が あ る こ と や 、




い う こ と に つ い て 習 熟 レ ベ ル に 問 題 が あ る こ
とが考えられた。 
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